
居宅とデイの二人三脚
～連携したら笑顔も稼働も増えた件～

デイサービスセンターＳＫたいせつの郷 阿 部 祐 介
居宅介護支援事業所ＳＫたいせつの郷 谷 口 英 湖



旭川市の人口は
約３１４,０００人

高齢者の人口は
１１２,０００人

私達の圏域は
３２,０００人の人口
そのうち高齢者は
１２,０００人



社会福祉法人 旭川たいせつ福祉会

たいせつの郷

（旭川市東鷹栖２線１８号１０５４番地）

特別養護老人ホーム(90床)

短期入所生活介護(10床)

デイサービスセンター

居宅介護支援事業所

末広たいせつの郷

（旭川市末広東１条１３丁目２－３４）

特別養護老人ホーム(100床)

短期入所生活介護(10床)

居宅介護支援事業所

SK たいせつの郷

（旭川市末広東１条１３丁目２－３８）

サービス付高齢者向け住宅(53室)

デイサービスセンター

ヘルパーステーション

居宅介護支援事業所

私たちは

目と手と心で

介護します



法人設立２０年目を迎えて・・・
２０４０年に向けて労働人口が減少する一方で、８０歳以上の高齢者は

約１０年増え続けます。介護事業も衰退社会、縮小経済の下、どのよう

に需要に応えるか、高齢者に質の高いサービスを提供していくか、大き

な命題に立ち向かっていかなければなりません。

事業の永続性を最大のテーマにし、生産性の向上、スケールメリットの

期待できる法人への大規模化を図りました。

ＳＫたいせつの郷 開設へ・・・



居宅・デイサービス共に将来を見据え要支援者
を積極的に受ける事を決める。

居宅もデイも
要支援大歓迎

自立の方も大歓迎
デイサービス
一般開放で対応

特養は要介護３からであるため、要支援・要介護
１・２の方の受け皿にと考えました。





・コロナによる外出制限
・営業活動の自粛
・感染対策への不安

・伸びない利用者数
・暇を持て余す職員にイライラ
・暇な職員もイライラ
・稼働が上がらないプレッシャー
・職場の雰囲気が悪い

・認知されない新規施設



優秀な理学療法士と最新の設備は整っているが肝心なご利用者がいない日々。



それでもやるしかない・・・！！！

このデイサービスに来てもらえたら
満足して頂けるはず・・・



開設１年目（イライラ期）
デイサービス

・相談員一年目（ヒヨコ）

・稼働が上がらないことに焦りや不安

・取り合ってもらえない営業活動

・１年後には登録１００名を目標

・新規３７名

居宅

・１人体制

・暇を持て余すデイサービスに対するイライラ

・サ高住の兼ね合いもあり、要支援者を積極的

に担当したいがうまいくいかない棲み分け。

・１年後に３人体制が目標

・新規２６名

「四の五の言うな、二つ返事」を合言葉にがむしゃらに受け入れていた。



登録者グラフ（令和２年度）
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開設１年目（イライラ期）

職員

職員
職員

ご利用者

ご利用者

ご利用者

職員
職員

ご利用者

ご利用者

ご利用者

（職員：ご利用者）1：1
※注：個別指導ではない

（職員：ご利用者）2：3
※注：もちろん個別指導ではない

定員：２０名、３名の稼働



新規を獲得するにはケアマネの力が必要不可欠

・同じ事業所のケアマネと何度も何度も検討の場を設けた。
（お互いにできる事）

・デイとケアマネの距離感を近づけるために席替え

いつでも
ディスカッション



新規を獲得するには地域包括支援センターの力が
必要不可欠

近隣地域包括支援センターへ要支援者を中心に担当する
ことを伝えた。

要支援者を断る居宅が多い中、際限なく担当してもらえる
ことは包括にとってもありがたいとの声。





開設２年目（ワクワク期）
デイサービス

・毎週「今週は新規何件？」「居宅がないデイ
サービスもあるんだよ」と責め立てられる
プレッシャー

・一生懸命だと知恵が出る。中途半端だと
愚痴が出る。いい加減だと言い訳が出る。
武田信玄の名言を思い出し、グズグズして
いる時間を取り戻すために奮い立つ

・開設が間もないため辞めるご利用者がいな
い。

・新規９４名

居宅

・常にデイサービスを気にしている

・地域包括支援センターから頼られるように

・７月に新人ケアマネ２名採用

・１０月にケアマネ１名異動（目標＋１名）

・新規９３名
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開設３年目（モヤモヤ期）
居宅

・ケアマネ３名増員したにも関わらず、新規

件数が少ない・・・

・伸びないのに、終了者３０件

・新規６７名

デイサービス

・４月に機能訓練指導員の増員。

・登録者２００名になかなかたどり着かない。

・登録者が増えたことで、全員の個別ニーズ

に応えらない。

・新規７９名

・すべての広告資料（総合パンフレット、事業所パンフレット、ホームページをリニューアル
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開設３年目（モヤモヤ期）

モヤモヤ



開設４年目（ノリノリ期）
デイサービス

・定員２０名→２５名に拡大

・登録者２００名達成

・新規８１名

・ご逝去や施設入居による利用終了者が増えた。

・ご利用者は増え続けているが、個別ニーズに

応えられず、リハビリ特化型→体操デイサービ

スになりつつある・・・

居宅

・地域包括支援センター２カ所のケアマネ退職に

より引継ぎの依頼。２５名

・ケアマネ５名に対し新規１００名

・市民公開講座

・地域共生カフェ

・サ高住満床



0

50

100

150

200

250

300

R２
年

度

R３
年

度

R４
年

度

R５
年

度

R６
年

度

R7
年

度

デイ居宅混合

DS登録者 居宅実績数 SK居宅から繋がっている利用者数

登録者グラフ（令和５年度）



開設４年目（ノリノリ期）



開設５年目（モンモン期）
デイサービス

・新規６１名 終了者４１名 新規取れど終了により

登録者が減っていく・・・

・新規獲得数減を受けＷＪＵ研修に参加し営業の

大切さを再確認。何が必要か？何を求められて

いるのか？という視点に気づいた。

・運動特化と言えば【ＳＫたいせつの郷】と言わ

れるように

デイサービスの質向上を図る

居宅

・新規７４名 終了５７名 新規取れど終了に

より担当件数が減っていく・・・

・ケアマネ１名退職に伴い担当ケース減少

・デイサービスからWJUの研修内容を聞き刺激

を受ける
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開設５年目（モンモン期）



開設６年目（メラメラ期）
居宅

・随時、研修に参加し、包括との関係構築や研修の

サポートを通じて連携を図る。

・各ケアマネが自法人サービスへの紹介率を毎月

把握する。

・新規利用は断らない。要介護者はたいせつの郷、

末広たいせつの郷へ振り分けし、棲み分けの継続。

デイサービス

・現在の紹介率を事業所ごとに分析し、担うべき

ターゲットを明確にして、営業活動を実施。

・理学療法士の相談窓口を設け、ケアマネや

利用者の要望・不安を気軽に聞ける体制を整備。

必要に応じて自宅訪問し、サービスに関係なく

身体評価や助言を行う。
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開設６年目（メラメラ期）



連携から懇意な関係へ

試行錯誤を繰り返し、信頼と連携の絆が育まれました。日々のやり

取りがスムーズになり数字としての成果も明確に表れ、チームとし

ての一体感を持ち、互いに感謝と尊重の気持ちを持って仕事がで

きる様になり笑顔が増えました。

ご清聴ありがとうございました。


